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ワゴンＲ ２０周年
　今年発売したクルマのひとつ、ワゴンＲは１９９３年
に発売し、今年で２０周年を迎えることができました。
また、たくさんのユーザーの皆様に愛され、おかげさ
まで国内累計販売台数は４００万台を越えました。
　先輩開発者達は、サイズが限られた軽自動車であっ
ても使い勝手はどうしたらもっと良くできるだろうか、そ
して、運転するだけでなく見るだけでも喜んでいただけ
るようなクルマとは何かを熱い姿勢で考え、それをワ
ゴンＲという形にしました。
　ワゴンＲの誕生は、車体やエンジンなど個 の々技
術はもちろん、今までの軽自動車にはなかった背の高
いクルマにまとめ上げた発想とパッケージング技術に
よるものでした。いまやワゴンＲは、軽のスタンダード
になったといっても過言ではないでしょう。
　そして、ワゴンRをはじめとするスズキのクルマは、
次世代のスタンダードにすべく様 な々技術を採用・開
発しています。

はじめに
　スズキは２０１３年、夏までにいくつかの技術を盛り
込んだクルマを発売することができました。
２月　｢軽乗用車　アルトエコ」

・燃費改良３０．２ｋｍ/Ｌ→３３．０ｋｍ/Ｌ*
｢軽乗用車　スペーシア」
・９０ｋｇの軽量化により２９．０ｋｍ/Ｌ*達成
・スマートフォン連携ナビゲーション開発

７月　「軽乗用車　ワゴンＲ」
・燃費改良２８．８ｋｍ/Ｌ→３０．０ｋｍ/Ｌ*
・衝突被害軽減ブレーキシステム開発

「小型乗用車　スイフト」
・燃費改良２１．８ｋｍ/Ｌ→２６．４ｋｍ/Ｌ*
・デュアルジェットエンジン開発

８月　「軽商用車　キャリイ」
・商用初のＲ０６Ａエンジン採用
・作業用途の実力向上
・｢働く軽トラ｣に徹した商品化技術
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　安全面では、レーザーレーダーを使った｢衝突被害
軽減ブレーキシステム｣をワゴンＲとスペーシアで
商品化いたしました。
　そして、ミリ波レーダーの採用や歩行者の検出など、
さらなる安全・安心技術に取り組んでいます。

③ 情報・通信技術
　情報・通信関連では、　｢スマートフォン連携ナビゲー
ション｣を開発しました。この分野はエンターテイメン
トだけでなく、道路情報、車々間通信などＡＳＶ、ＩＴ
Ｓの展開にも繋がる技術です。ＡＳＶプロジェクト等、
皆様と協力し、開発してまいります。

④ コスト低減技術
　環境技術や安全・安心技術、情報技術など、今後の
車両開発には多大のコストが掛かります。しかしなが
ら、お客様にご購入していただけないようなクルマで
あれば、その技術は実現したことにはなりません。
　軽自動車やコンパクトカーがこれからもお客様にとっ
てお求め易い価格で提供できるよう設計と生産の両分
野で取り組み続けます。

技術
　私たちスズキは次の４つの技術がクルマづくりに重
要と考え、取り組んでいます。

① 環境技術
② 安全・安心技術
③ 情報・通信技術
④ コスト削減技術

①  環境技術
　環境技術は、軽量化や内燃機関とパワートレイン
の改良、そして電動化です。
　ワゴンＲは、先代モデルに対し７０ｋｇ、スペーシ
アでは９０ｋｇにもおよぶ軽量化を実現いたしました。
今後、これらの技術をプラットフォーム単位に体系化し、
進めてまいります。
　パワートレイン改良は、エンジンの熱効率の改良
を中心に、まだまだやらなければなりません。軽自動車
は、順次、新設計のＲ０６Ａ型エンジンに切り替えてい
ます。小型車については、ポート噴射式ながらインジェ
クターを２つにした混合気の生成を改良するＫ１２Ｂ型
デュアルジェットエンジンを新開発いたしました。
　これを搭載したスイフトは１．２Ｌ以上のガソリン車
トップの低燃費２６．４ｋｍ/Ｌ*を実現しました。
　電動化の分野では、軽自動車で初めての本格的エ
ネルギー回生技術 ｢エネチャージ｣を実用化、その採
用機種を拡大しています。
　そして、回生効率を向上させるとともに、さらに電動
化を発展させていく考えです。
② 安全・安心技術
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